
送りがなプリント はってん②（おしらせ さがし）
小4／線が ない 文から さがす（5まいの うち ④）

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「送りがな」のプリント一覧がひらきます

送りがなの まちがい　3しゅるい

あ 送りすぎ … 漢字が 読む ところまで ひらがなに した ×思もう → ○思う

い 「しい」の「し」が ない ×美い → ○美しい

う そのほかの 送りたりない … ひらがなが たりなくて 正しく 読めない ×考る → ○考える

おしらせの 文から、送りがなの まちがいを みつけて ○で かこもう。

表に 正しく 書きなおして、記号（あ・い・う）も 書こう。

まちがいは ぜんぶで 5こ。線は ひいて ありません。送りがなの ある ことばを 1つずつ しらべよう。

クラスの おしらせ（ドッジボール大会）

来週の 金曜日、クラスで ドッジボール大会を ひらきます。

三チームが 力いっぱい 競そって、さいごまで たたかいます。

ボールを もつ 人は、手を たかく 挙げて ください。

ルールは 先生と いっしょに 改めます。

あたらしい 子を チームに 加わえた ので、ぜんぶで 十人です。

力を あわせ、やくわりを 果たした 人には 金メダルを あげます。

雨の 日は 体いくかんで、紙を 折って つくった ボールを つかいます。

メンバーが 一人 欠た ときは、あいている 子が はいります。

ひとりでも 悲く なって いる 子が いたら、先生に いいましょう。

さいごは みんなで 手を 結だ ところで おわります。

番号
まちがえた ことば
（ことばだけ うつす）

なおした 書き方 記号
（あ・い・う）

①

②

③

④

⑤



送りがなプリント はってん②（おしらせ さがし）【こたえ】
小4／線が ない 文から さがす（5まいの うち ④）

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

送りがなの まちがい　3しゅるい

あ 送りすぎ … 漢字が 読む ところまで ひらがなに した ×思もう → ○思う

い 「しい」の「し」が ない ×美い → ○美しい

う そのほかの 送りたりない … ひらがなが たりなくて 正しく 読めない ×考る → ○考える

おしらせの 文から、送りがなの まちがいを みつけて ○で かこもう。

表に 正しく 書きなおして、記号（あ・い・う）も 書こう。

まちがいは ぜんぶで 5こ。線は ひいて ありません。送りがなの ある ことばを 1つずつ しらべよう。

クラスの おしらせ（ドッジボール大会）

来週の 金曜日、クラスで ドッジボール大会を ひらきます。

三チームが 力いっぱい 競そって、さいごまで たたかいます。

ボールを もつ 人は、手を たかく 挙げて ください。

ルールは 先生と いっしょに 改めます。

あたらしい 子を チームに 加わえた ので、ぜんぶで 十人です。

力を あわせ、やくわりを 果たした 人には 金メダルを あげます。

雨の 日は 体いくかんで、紙を 折って つくった ボールを つかいます。

メンバーが 一人 欠た ときは、あいている 子が はいります。

ひとりでも 悲く なって いる 子が いたら、先生に いいましょう。

さいごは みんなで 手を 結だ ところで おわります。

番号
まちがえた ことば
（ことばだけ うつす）

なおした 書き方 記号
（あ・い・う）

① 競そって 競って あ

② 加わえた 加えた あ

③ 欠た 欠けた う

④ 悲く 悲しく い

⑤ 結だ 結んだ う

つまずきやすいところ
○の まま よい ことば（長く 見えても 正しい 書き方）：挙げて・改めます・果たした・折って
競そって・加わえた は 送りすぎの 例。
悲く のように「しい」の「し」が ない まちがいは い に します（う ではなく）。
○の ことばを なおしたら その問は 誤答。なおしは 文の かたちの まま 書く（もとの 形に もどしたら 不可）。


